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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被記録材の印刷対象領域の幅全体にわたってノズルが配列された印刷ヘッドを備え、前
記被記録材がノズルの配列方向と交差する方向へ搬送されるように前記被記録材と前記印
刷ヘッドとを相対的に移動させることにより、単一パスによる印刷が可能な印刷装置であ
って、
　前記ノズルによって印刷される画素位置を、前記被記録材の印刷面内において２次元的
に変化させる駆動手段を備え、
　前記駆動手段は、
　前記印刷ヘッドに取り付けられ、該印刷ヘッドを被記録材の印刷面に沿って移動可能な
圧電素子であり、
　前記圧電素子に所定の周期関数に従う電圧を印加することにより、前記印刷ヘッドを移
動させ、
　搬送されている前記被記録材の印刷面上において、被記録材の印刷面に沿った所定周期
の平面上の曲線を描くように前記印刷ヘッドを移動させ、前記印刷ヘッドの各ノズルに、
該周期内において位相がπ／２進行するごとにインクを吐出させ、
　前記印刷ヘッドの一のノズルが前記被記録材の印刷面上に描くスパイラルと、該一のノ
ズルが従前に描いたスパイラルとが接する状態若しくは交差する状態に、前記印刷ヘッド
を移動させることを特徴とする印刷装置。
【請求項２】
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　前記駆動手段は、前記印刷ヘッドを前記ノズルの配列におけるノズル間隔以上、前記ノ
ズルの配列方向に移動させることを特徴とする請求項１記載の印刷装置。
【請求項３】
　前記駆動手段は、前記被記録材と前記印刷ヘッドとを相対的に移動させる搬送速度以上
の速度で、前記印刷ヘッドを前記被記録材の搬送方向に移動させることを特徴とする請求
項１または２記載の印刷装置。
【請求項４】
　前記駆動手段は、前記印刷ヘッドの各ノズルに、単一パスによる印刷を行う場合に印刷
が予定される画素位置でのみインクを吐出させることを特徴とする請求項１から３のいず
れか１項に記載の印刷装置。
【請求項５】
　前記印刷ヘッドのノズルに不具合が生じていることを検出するノズル異常検出手段をさ
らに備え、
　前記駆動手段は、前記ノズル異常検出手段によって異常が検出されたノズルに対応する
画素位置について、他のノズルが吐出するインク量を増加させることを特徴とする請求項
１から４のいずれか１項に記載の印刷装置。
【請求項６】
　前記駆動手段は、前記ノズルに取り付けられ、ノズルの開口部の向きを変化させる圧電
素子であることを特徴とする請求項１記載の印刷装置。
【請求項７】
　複数の印刷色それぞれに対応する前記印刷ヘッドを備え、該印刷ヘッドそれぞれが前記
駆動手段を備えることを特徴とする請求項１から６のいずれか１項に記載の印刷装置。
【請求項８】
　被記録材の印刷対象領域の幅全体にわたってノズルが配列された印刷ヘッドを用いて、
前記被記録材がノズルの配列方向と交差する方向へ搬送されるように前記被記録材と前記
印刷ヘッドとを相対的に移動させることにより、単一パスによる印刷が可能な印刷装置の
印刷制御方法であって、
　前記ノズルによって印刷される画素位置を、前記被記録材の印刷面内において２次元的
に変化させる駆動ステップを含み、
　前記駆動ステップでは、
　前記印刷ヘッドに取り付けられ、該印刷ヘッドを被記録材の印刷面に沿って移動可能な
圧電素子によって前記印刷ヘッドを駆動し、
　前記圧電素子に所定の周期関数に従う電圧を印加することにより、前記印刷ヘッドを移
動させ、
　搬送されている前記被記録材の印刷面上において、被記録材の印刷面に沿った所定周期
の平面上の曲線を描くように前記印刷ヘッドを移動させ、前記印刷ヘッドの各ノズルに、
該周期内において位相がπ／２進行するごとにインクを吐出させ、
　前記印刷ヘッドの一のノズルが前記被記録材の印刷面上に描くスパイラルと、該一のノ
ズルが従前に描いたスパイラルとが接する状態若しくは交差する状態に、前記印刷ヘッド
を移動させることを特徴とする印刷制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、単一パスによって印刷が可能な印刷装置および印刷制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　現在、ノズルからインクを噴射して印刷を行うインクジェットプリンタが広く普及して
いる。
　このようなインクジェットプリンタとしては、被記録材（印刷用紙等）より狭い幅にノ
ズルが配列されたヘッド（シャトルヘッド）を備え、被記録材を搬送しつつ、このシャト
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ルヘッドも移動させてマルチパスによって印刷を行う方式（シャトルヘッド方式）のもの
や、被記録材と同程度以上の幅にノズルが配列されたヘッド（ラインヘッド）を備え、被
記録材を移動させつつ、このラインヘッドは固定したまま単一パスによって印刷を行う方
式（ラインヘッド方式）のものが知られている。
【０００３】
　これらのうち、ラインヘッド方式のインクジェットプリンタにおいては、例えばＡ４サ
イズの印刷用紙に印刷可能な仕様とした場合、ラインヘッドに備えられるノズルの数は少
なくとも１万個以上となる。
　ところで、インクジェットプリンタにおいては、ノズルが空気や紙粉（印刷用紙のちり
）等によって詰まる場合がある。
【０００４】
　上述のラインヘッド方式のインクジェットプリンタの場合には、ノズルの数が極めて多
数であることから、ノズルの詰まりが発生する確率がより高くなる。また、ラインヘッド
方式のインクジェットプリンタの場合、ラインヘッドにノズルが１ライン分のみ備えられ
ていることが一般的であるため、ノズルの詰まりが発生すると、印刷された画像に白スジ
（詰まったノズルによる未印刷部分）が表れるという問題があった。
【０００５】
　そこで、このような問題を解決するため、特開平２－２７６６４７号公報には、ライン
ヘッドに加え、シャトルヘッド等の補完用のヘッドを備えることにより、ノズルの詰まり
が発生した場合に、この補完用のヘッドによって印刷を補完する技術が開示されている。
　また、同様の技術として、特開平８－１７４８０５号公報には、同一のノズル配列を有
するラインヘッドを２つ備え、一方のラインヘッドのノズルに詰まりが発生した場合に、
他方のラインヘッドによって印刷を補完する技術が開示されている。
【特許文献１】特開平２－２７６６４７号公報
【特許文献２】特開平８－１７４８０５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、特開平２－２７６６４７号公報に記載された技術においては、ラインヘ
ッドに加えてシャトルヘッドを備える必要があることから、コストの増大を招くと共に、
詰まりが発生したノズルに対応する印刷位置にシャトルヘッドを正確に移動して印刷する
ことが困難である等の問題があった。
　また、特開平８－１７４８０５号公報に記載された技術においても、同様のラインヘッ
ドを２つ備える必要があることから、コストの増大を招くという問題があった。
【０００７】
　このように、従来の技術においては、ラインヘッドに不具合が生じた場合に、低コスト
かつ簡易に印刷を補完することが困難であった。
　なお、このような問題は、ラインヘッドを備えた単一パス方式の印刷装置に共通するも
のである。
　本発明の課題は、ラインヘッドに不具合が生じた場合に、低コストかつ簡易に印刷を補
完可能とすることである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　以上の課題を解決するため、本発明は、
　被記録材（例えば印刷用紙あるいはＯＨＰシート等）の印刷対象領域の幅全体にわたっ
てノズルが配列された印刷ヘッド（例えば、図１および図２のラインヘッド６０）を備え
、前記被記録材と前記印刷ヘッドとを相対的に移動させることにより、単一パスによる印
刷が可能な印刷装置であって、前記ノズルによって前記被記録材に印刷される画素位置を
、前記被記録材の印刷面内において２次元的に変化させる駆動手段を備えることを特徴と
している。
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【０００９】
　ここで、ノズルによって印刷される画素位置を被記録材の印刷面内において２次元的に
変化させるとは、ノズルの配列方向に平行な方向および被記録材の搬送方向に平行な方向
以外の種々の方向への変化を含むものであり、これら両方向の成分を含む方向への変化で
あれば良い。
　これにより、駆動手段によって、被記録材の印刷面に沿って印刷ヘッドを２次元的に移
動させることができるため、印刷ヘッドのいずれかのノズルに不具合が生じ、液滴が吐出
されない状態となっても、近傍のノズルによって印刷を補完することができ、ドット抜け
を目立たせなくすること可能である。
【００１０】
　即ち、このような構成によれば、補完用の印刷ヘッドを備える必要がなく、ドット抜け
が生じた画素への補完的な印刷も簡単に行うことができるため、印刷ヘッドに不具合が生
じた場合に、低コストかつ簡易に印刷を補完することが可能である。
　また、前記駆動手段は、前記印刷ヘッドに取り付けられ、該印刷ヘッドを被記録材の印
刷面に沿って移動可能な圧電素子（例えば、図２の圧電素子６０ａ～６０ｃ）であること
を特徴としている。
【００１１】
　これにより、駆動手段を小型で制御が容易なものとすることができる。
　また、前記駆動手段は、前記圧電素子に所定の周期関数（例えば、正弦関数あるいは余
弦関数等）に従う電圧を印加することにより、前記印刷ヘッドを移動させることを特徴と
している。
　これにより、印刷ヘッドの各ノズルに周期的な軌跡を描かせることが可能となる。
【００１２】
　また、前記駆動手段は、前記印刷ヘッドを前記ノズルの配列におけるノズル間隔以上、
前記ノズルの配列方向に移動させることを特徴としている。
　これにより、特定のノズルに不具合が生じた場合であっても、少なくとも隣り合うノズ
ルによって印刷を補完することが可能となる。
　また、前記駆動手段は、前記被記録材と前記印刷ヘッドとを相対的に移動させる搬送速
度以上の速度で、前記印刷ヘッドを前記被記録材の搬送方向に移動させることを特徴とし
ている。
【００１３】
　これにより、駆動手段によって移動されるノズルに、印刷の補完を行うのに適する軌跡
を描かせることが可能となる。
　また、前記駆動手段は、前記印刷ヘッドの各ノズルに、単一パスによる印刷を行う場合
に印刷が予定される画素位置でのみ液滴を吐出させることを特徴としている。
　これにより、ノズルの不具合によって、通常の印刷を行う際にドット抜けとなる画素位
置を選択的に印刷することができる。
【００１４】
　また、前記駆動手段は、搬送されている前記被記録材の印刷面上において所定周期のス
パイラルを描くように前記印刷ヘッドを移動させ、前記印刷ヘッドの各ノズルに、該周期
内において位相がπ／２進行するごとに液滴を吐出させることを特徴としている。
　これにより、容易な制御によって、印刷の補完を可能としつつ、所定の画素位置に印刷
を行うことが可能となる。
【００１５】
　また、前記駆動手段は、搬送されている前記被記録材の印刷面上において所定周期のス
パイラルを描くように前記印刷ヘッドを移動させ、前記印刷ヘッドの一のノズルが前記被
記録材の印刷面上に描くスパイラルと、該一のノズルが従前に描いたスパイラルとが接す
る状態若しくは交差する状態に、前記印刷ヘッドを移動させることを特徴としている。
　これにより、駆動手段によって移動されるノズルが、より適切に、重複して印刷画素位
置を通過することとなる。
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【００１６】
　また、前記印刷ヘッドのノズルに不具合が生じていることを検出するノズル異常検出手
段（例えば、図１のノズル異常検出部４０）を備え、前記駆動手段は、前記ノズル異常検
出手段によって異常が検出されたノズルに対応する画素位置について、他のノズルが吐出
する液滴量を増加させることを特徴としている。
　これにより、ノズルの不具合により液滴の吐出量が減少した画素をより適切に目立たな
いものとすることができる。
【００１７】
　また、前記駆動手段は、前記ノズルに取り付けられ、ノズルの開口部の向きを変化させ
る圧電素子であることを特徴としている。
　これにより、ノズル毎に異なる軌道で印刷の補完を行うことができるため、より柔軟に
印刷の補完を行うことが可能となる。
　また、複数の印刷色それぞれに対応する前記印刷ヘッドを備え、該印刷ヘッドそれぞれ
が前記駆動手段を備えることを特徴としている。
【００１８】
　これにより、カラー印刷装置等、複数の印刷ヘッドを備える印刷装置においても、本発
明による印刷の補完を行うことが可能となる。
　また、本発明は、
　被記録材の印刷対象領域の幅全体にわたってノズルが配列された印刷ヘッドを用いて、
前記被記録材がノズルの配列方向と交差する方向へ搬送されるように前記被記録材と前記
印刷ヘッドとを相対的に移動させることにより、単一パスによる印刷が可能な印刷装置の
印刷制御方法であって、前記ノズルによって印刷される画素位置を、前記被記録材の印刷
面内において２次元的に変化させる駆動ステップを含むことを特徴としている。
【００１９】
　本発明によれば、ラインヘッドに不具合が生じた場合に、低コストかつ簡易に印刷を補
完することが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　以下、図を参照して本発明に係る印刷装置の実施の形態を説明する。
　まず、構成を説明する。
　図１は、本発明を適用したインクジェットプリンタ１の機能構成を示すブロック図であ
る。また、図２は、インクジェットプリンタ１の印刷機構の構成を示す概略図である。
　図１および図２において、インクジェットプリンタ１は、インターフェース部１０と、
印刷データ処理部２０と、駆動制御部３０と、ノズル異常検出部４０と、用紙搬送部５０
と、ラインヘッド６０とを含んで構成される。
【００２１】
　インターフェース部１０は、ＵＳＢ（Universal Serial Bus）あるいはＲＳ－２３２等
に基づくデータ通信ポートや、メモリカード等の記憶媒体を読み取り可能なメディアスロ
ットを含んで構成される。そして、インターフェース部１０は、データ通信ポートあるい
はメディアスロットを介して入力されたデータ（印刷データ）を印刷データ処理部２０に
出力する。
【００２２】
　印刷データ処理部２０は、インターフェース部１０から入力された印刷データを解析し
、ラインヘッド６０のノズル配列に応じたラスタ画像データを生成する。具体的には、印
刷データ処理部２０は、インターフェース部１０から入力された印刷データの解像度およ
びサイズに基づいて、ラインヘッド６０の各ノズルが印刷する画素データの配列であるラ
スタ画像データを生成する。そして、印刷データ処理部２０は、生成したラスタ画像デー
タを駆動制御部３０に出力する。
【００２３】
　駆動制御部３０は、印刷データ処理部２０から入力されたラスタ画像データに基づいて
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、ラインヘッド６０の各ノズルにおけるインクの吐出タイミングを制御する。即ち、駆動
制御部３０は、用紙搬送部５０によって印刷用紙が搬送される速度に応じたタイミングで
、ラインヘッド６０の各ノズルから、ラスタ画像データに示される各画素データに従って
インクの吐出を行わせる。
【００２４】
　また、駆動制御部３０は、後述するノズル異常検出部４０から、いずれかのノズルに異
常が発生したことを示す信号（以下、「ノズル異常信号」と言う。）が入力された場合に
、ラインヘッド駆動処理（後述）を実行する。そして、駆動制御部３０は、ラインヘッド
駆動処理を実行する際、ラインヘッド６０に備えられた圧電素子６０ａ～６０ｃ（後述）
を駆動し、ラインヘッド６０を印刷用紙の紙面に沿って前後および左右に移動させる。
【００２５】
　ノズル異常検出部４０は、ラインヘッド６０に備えられた各ノズルにおいて、詰まり等
の異常が発生しているか否かを検出する。ノズルの異常を検出する方法としては、ノズル
から吐出されるインクにレーザ光を照射し、その反射光を検出することによって、各ノズ
ルの異常を検出する方法、ページ先頭の印刷画素列にレーザ光を照射し、その反射光を検
出することによって各ノズルの異常を検出する方法、各ノズルにおいてインクを吐出させ
る際に要する電気的負荷を測定し、正常時との相違に基づいて異常を検出する方法といっ
た従来用いられている方法を採用することが可能である。
【００２６】
　用紙搬送部５０は、不図示のステッピングモータによって駆動される紙送りローラを備
えており、駆動制御部３０からの指示に従って、一定速度で印刷用紙を搬送する。
　ラインヘッド６０は、印刷用紙と同程度の幅に渡って配列されたノズル群を有しており
、用紙搬送部５０によって搬送される印刷用紙に対して各ノズルからインクを吐出するこ
とが可能である。なお、ここでは説明を簡単にするため、ラインヘッド６０はノズルが一
列に配列された構成であると共に、一色で印刷を行う例について説明する。
【００２７】
　また、ラインヘッド６０には、印刷用紙の紙面に沿う平面内においてノズルの配列方向
およびそれに直交する方向それぞれにラインヘッド６０を移動させるための圧電素子６０
ａ～６０ｃが備えられ、これらの圧電素子６０ａ～６０ｃを介して本体に配設されている
。即ち、ラインヘッド６０の左右の端面に圧電素子６０ａ，６０ｃが対向して備えられ、
ラインヘッド６０の背面に圧電素子６０ｂが備えられている。そして、ラインヘッド駆動
処理を実行する際には、これらの圧電素子６０ａ～６０ｃが駆動制御部３０によって駆動
されることにより、ラインヘッド６０の各ノズルが印刷用紙の紙面に沿ってスパイラル（
平面上の螺旋）を描くことが可能である。
【００２８】
　図３は、圧電素子６０ａ～６０ｃに電圧が印加された場合に、ラインヘッド６０におけ
る１つのノズル（以下、「ノズルＸ」と言う。）が印刷用紙に描くスパイラルを示す図で
ある。
　図３に示すスパイラルにおいて、矢印の向きにＰ点からＱ点を通過し、Ｒ点に至る経路
を単位として１周期と称し、スパイラルの横幅をスパイラル幅、スパイラルの１周期分で
印刷用紙上を搬送方向に進む距離をスパイラルピッチと称することとする。
【００２９】
　ノズルＸのスパイラル幅は、圧電素子６０ａ，６０ｃがラインヘッド６０を移動させる
距離、即ち、圧電素子６０ａ，６０ｃの印加電圧によって決定され、図３のようなスパイ
ラルは、例えば正弦関数（ｓｉｎωｔ）あるいは余弦関数（ｃｏｓωｔ）といった特性に
従って電圧を印加することにより描くことが可能である（ただし、ωは角速度，ｔは時間
）。なお、圧電素子６０ａ，６０ｃに印加する電圧は位相をπずらすといったように同方
向の振幅とされ、互いが発生した力を打ち消し合わないように制御される。
【００３０】
　また、ノズルＸのスパイラルピッチは、印刷用紙の搬送速度と圧電素子６０ｂがライン
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ヘッド６０を移動させる速度との相対的な関係によって決定される。
　図４は、印刷用紙の搬送速度と圧電素子６０ｂがラインヘッド６０を移動させる速度と
の関係が異なる場合のスパイラルを示す図である。
　図４において、印刷用紙の搬送速度に対し、圧電素子６０ｂがラインヘッド６０を移動
させる速度が遅い場合には、スパイラルピッチが相対的に長くなり（図４（ａ）参照）、
反対に、圧電素子６０ｂがラインヘッド６０を移動させる速度が早い場合には、スパイラ
ルピッチが相対的に短くなる（図４（ｂ）参照）。
【００３１】
　ラインヘッド駆動処理においては、ノズルがスパイラルを描くことにより、１つの画素
上を複数のノズルが通過し、ノズルの不具合によりドット抜けが生じた画素の補完を行う
ものである。そのため、印刷用紙の搬送速度より圧電素子６０ｂによるラインヘッド６０
の移動速度が大きい必要があり、より好ましい状態は、スパイラルの各周期の軌跡が互い
に重なる状態である。したがって、圧電素子６０ｂによるラインヘッド６０の移動速度は
、図４（ｃ）のように、スパイラルの各周期の軌跡が接する状態、若しくは、図４（ｂ）
のように、スパイラルの各周期の軌跡が交差する状態に設定することが好適である。
【００３２】
　以上のような構成において、具体的にインクジェットプリンタ１を設計する場合、例え
ば、ノズル間隔は１４１［μｍ］、圧電素子６０ａ～６０ｃの印加電圧の周期は２．５［
ｋＨｚ］、ノズルの運動速度は２．２［ｍ／ｓｅｃ］、印刷用紙の搬送速度は０．２８［
ｍ／ｓｅｃ］等とすることが可能である。なお、ノズル間隔１４１［μｍ］の場合、解像
度１８０［ｄｐｉ］に相当する。
【００３３】
　次に、動作を説明する。
　インクジェットプリンタ１は、ノズル異常検出部４０がいずれのノズルにも異常を検出
していない場合、通常の印刷動作を行う。即ち、ラインヘッド６０を圧電素子６０ａ～６
０ｃによって移動させることなく、静止状態のラインヘッド６０の各ノズルからのインク
の吐出を制御することにより、指示された画像を印刷する。
【００３４】
　一方、ノズル異常検出部４０がいずれかのノズルに異常を検出した場合、インクジェッ
トプリンタ１は、ラインヘッド駆動処理を実行し、圧電素子６０ａ～６０ｃを駆動するこ
とによりラインヘッド６０を移動させながら印刷を行う。
　ここで、ラインヘッド駆動処理が実行される場合、ノズルのスパイラル幅は少なくとも
隣接するノズルとの間隔（以下、「ノズル間隔」と言う。）以上に設定される。また、ノ
ズルのスパイラルピッチは、図４（ｂ）または図４（ｃ）の状態に設定される。
【００３５】
　図５は、印刷画素とノズルの軌跡との関係の一例を示す図である。
　図５においては、格子状に配列された印刷画素の全てにおいて、画素上をノズルが３回
ずつ通過している。
　即ち、着目するノズルをノズルＡ、その右隣のノズルをノズルＢ、その右隣をノズルＣ
・・・とした場合、ノズルＡは、位相ωｔ＝０のときに第１行第３列の画素にインクを吐
出する（液滴Ａ－１）。
【００３６】
　また、ノズルＡは、位相ωｔ＝π／２のときに第２行第２列の画素にインクを吐出し（
液滴Ａ－２）、さらに、位相ωｔ＝３π／２のときに第１行第２列の画素にインクを吐出
する（液滴Ａ－３）。
　次いで、ノズルＡは、位相ωｔ＝２πのときに第２行第３列の画素にインクを吐出する
（液滴Ａ－４）。
【００３７】
　このような動作を１周期として、ノズルＡは、以後、同様の軌跡を描く。
　一方、ノズルＢは、位相ωｔ＝０のときに第１行第４列の画素にインクを吐出する（液
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滴Ｂ－１）。
　また、ノズルＢは、位相ωｔ＝π／２のときに第２行第３列の画素にインクを吐出し（
液滴Ｂ－２）、さらに、位相ωｔ＝３π／２のときに第１行第３列の画素にインクを吐出
する（液滴Ｂ－３）。
【００３８】
　次いで、ノズルＢは、位相ωｔ＝２πのときに第２行第４列の画素にインクを吐出する
（液滴Ｂ－４）。
　同様に、ノズルＣは、位相ωｔ＝０のときに第１行第５列の画素にインクを吐出する（
液滴Ｃ－１）。
　また、ノズルＣは、位相ωｔ＝π／２のときに第２行第４列の画素にインクを吐出し（
液滴Ｃ－２）、さらに、位相ωｔ＝３π／２のときに第１行第４列の画素にインクを吐出
する（液滴Ｃ－３）。
【００３９】
　次いで、ノズルＣは、位相ωｔ＝２πのときに第２行第５列の画素にインクを吐出する
（液滴Ｃ－４）。
　この結果、各画素には複数のノズルからインクが吐出され、結果として３滴ずつインク
が吐出可能な状態となる。
　したがって、いずれかのノズルに不具合が生じた場合においても、ドット抜けを生じさ
せることなく、近傍のノズルによって印刷の補完を行うことが可能となる。
【００４０】
　図６は、図５に示す例において、ノズルＢに不具合が生じている場合の印刷結果を示す
図である。
　図６においては、ノズルＢに不具合が生じ、インクの吐出が行えなくなっているため、
第１行第４列の液滴Ｂ－１、第２行第３列の液滴Ｂ－２、さらには液滴Ｂ－６、第１行第
３列の液滴Ｂ－３、第２行第４列の液滴Ｂ－４が抜けた状態となっている。
【００４１】
　しかしながら、これらの画素には、ノズルＡあるいはノズルＣによって液滴が吐出され
、画素の印刷が行われている。
　したがって、いずれかのノズルに不具合が生じた場合にも、完全にドット抜けとなって
しまう状態を回避することが可能となる。
　なお、図６に示す状態において、不具合の生じたノズルの軌跡に位置する画素において
はインクの吐出量が減少することから、ノズル異常検出部４０によって不具合の生じたノ
ズルを特定し、その画素を通過する隣接ノズル（ノズルＡ，Ｃ）が、インクの吐出量を増
加させることとしても良い。
【００４２】
　図７は、図６において液滴が抜けている画素に対し、他のノズルからのインクの吐出量
を増加させた状態を示す模式図である。
　図７に示すように、ノズルＢからの液滴が抜けた画素に他のノズルからインクを多く吐
出させることで、ノズルＢによって吐出される液滴が抜けている状態を目立たなくさせる
ことが可能となる。
【００４３】
　なお、図５に示す印刷画素とノズルの軌跡との関係の他にも、以下のような設定とする
ことも可能である。
　図８は、印刷画素とノズルの軌跡との関係の他の例を示す図である。
　図８においては、格子状に配列された印刷画素のうち、第１，３，５行の画素上をノズ
ルが合計３回通過し、残りの第２，４行の画素については、画素上をノズルが1回のみ通
過している。
【００４４】
　即ち、ノズルＡは、位相ωｔ＝０のときに第１行第３列の画素にインクを吐出する（液
滴Ａ－１）。
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　また、ノズルＡは、位相ωｔ＝π／２のときに第３行第２列の画素にインクを吐出し（
液滴Ａ－２）、さらに、位相ωｔ＝πのときに第２行第１列の画素にインクを吐出する（
液滴Ａ－３）。
【００４５】
　続いて、ノズルＡは、位相ωｔ＝３π／２のときに第１行第２列の画素にインクを吐出
し（液滴Ａ－４）、次いで、位相ωｔ＝２πのときに第３行第３列の画素にインクを吐出
する（液滴Ａ－５）。
　このような動作を１周期として、ノズルＡは、以後、同様の軌跡を描く。
　一方、ノズルＢは、位相ωｔ＝０のときに第１行第４列の画素にインクを吐出する（液
滴Ｂ－１）。
【００４６】
　また、ノズルＢは、位相ωｔ＝π／２のときに第３行第３列の画素にインクを吐出し（
液滴Ｂ－２）、さらに、位相ωｔ＝πのときに第２行第２列の画素にインクを吐出する（
液滴Ｂ－３）。
　続いて、ノズルＢは、位相ωｔ＝３π／２のときに第１行第３列の画素にインクを吐出
し（液滴Ｂ－４）、次いで、位相ωｔ＝２πのときに第３行第４列の画素にインクを吐出
する（液滴Ｂ－５）。
【００４７】
　同様に、ノズルＣは、位相ωｔ＝０のときに第１行第５列の画素にインクを吐出する（
液滴Ｃ－１）。
　また、ノズルＣは、位相ωｔ＝π／２のときに第３行第４列の画素にインクを吐出し（
液滴Ｃ－２）、さらに、位相ωｔ＝πのときに第２行第３列の画素にインクを吐出する（
液滴Ｃ－３）。
【００４８】
　続いて、ノズルＣは、位相ωｔ＝３π／２のときに第１行第４列の画素にインクを吐出
し（液滴Ｃ－４）、次いで、位相ωｔ＝２πのときに第３行第５列の画素にインクを吐出
する（液滴Ｃ－５）。
　この結果、第１，３，５行の画素にはインクが３滴ずつ吐出され、第２、４行の画素に
はインクが１滴ずつ吐出されることとなる。
【００４９】
　図５に示すような軌跡のラインヘッド駆動処理を行う場合、ノズルにおけるインクの吐
出タイミングは、位相ωｔ＝０、π／２、３π／２、２πと不規則となるが、図８に示す
ような軌跡のラインヘッド駆動処理では、吐出タイミングが、位相ωｔ＝０、π／２、π
、３π／２、２πとπ／２ごとに行えばよい。
　そのため、図５に示すような軌跡のラインヘッド駆動処理では、全画素について均等な
印刷が行えないものの、ノズルにおけるインクの吐出タイミングが単純であり、ノズルの
制御を容易に行うことが可能である。
【００５０】
　そして、図８に示すラインヘッド駆動処理を行うことにより、いずれかのノズルに不具
合が生じた場合に、第１，３，５行の画素については近傍のノズルによって印刷の補完を
行うことが可能であり、ノズルの不具合によるドット抜けを目立たなくさせることが可能
である。
　以上のように、本実施の形態に係るインクジェットプリンタ１は、ラインヘッド６０に
圧電素子６０ａ～６０ｃを備えており、これら圧電素子６０ａ～６０ｃによって、印刷用
紙の紙面に沿って円運動あるいは楕円運動させるといったように、ラインヘッド６０を２
次元的に移動させることが可能である。
【００５１】
　したがって、ラインヘッド６０のいずれかのノズルに不具合が生じ、インクが吐出され
ない状態となっても、圧電素子６０ａ～６０ｃによってラインヘッド６０が移動されるこ
とにより、近傍のノズルによって印刷を補完することができ、ドット抜けを目立たせなく
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すること可能である。
　即ち、インクジェットプリンタ１によれば、補完用のラインヘッドを備える必要がなく
、ドット抜けが生じた画素への補完的な印刷も簡単に行うことができるため、ラインヘッ
ド６０に不具合が生じた場合に、低コストかつ簡易に印刷を補完することが可能である。
【００５２】
　なお、本実施の形態においては、いずれかのノズルに異常が発生した場合にのみライン
ヘッド駆動処理を実行するものとして説明したが、ラインヘッド駆動処理を常時実行する
こととしても良い。
　また、ラインヘッド駆動処理が行われる場合、ドット抜けが生じた画素を近傍のノズル
によって補完して印刷することから、両端のノズル位置の画素については、印刷を補完す
るノズルが存在しないという事態が発生する。
【００５３】
　そのため、ラインヘッド駆動処理において画素の印刷を補完するために、通常の印刷動
作において必要とされるノズルに加えて、ノズル配列の両端に１つあるいは２つといった
補完用のノズルを備えることとしても良い。
　また、本実施の形態においては、ラインヘッド６０に圧電素子６０ａ～６０ｃを備え、
ラインヘッド６０全体の位置を変化させて、不具合が生じたノズルに対応する画素位置を
他のノズルによって印刷することとして説明したが、図９に示すように、各ノズルの開口
部の向きを変化させる圧電素子を備え、インクの吐出方向を変化させることにより、近傍
のノズルによってドット抜けが生じた画素を補完して印刷することとしても良い。
【００５４】
　この場合、各ノズルから異なる向きにインクを吐出させることができるため、より柔軟
に画素を補完して印刷することが可能となる。
　さらに、本実施の形態においては、ラインヘッド６０は一列からなるノズルの配列を有
し、ラインヘッド６０の数が１つである場合について説明したが、ラインヘッド６０が複
数列のノズル配列を備えたり、図１０に示すように、印刷色に対応してラインヘッド６０
を複数備えたりすることとしても良い。
【００５５】
　このような場合にも、本発明を適用し、ドット抜けが生じた画素を補完して印刷するこ
とが可能である。
　また、本発明の応用として、ラインヘッド駆動処理の実行時に、インクの吐出タイミン
グをより短時間間隔とすることにより、ノズル間隔に制限されない高画素密度の印刷を行
うことが可能である。
【００５６】
　さらに、本発明においては、同一の画素に対し、インクを複数回吐出して印刷を行うた
め、画素の階調を高くすることが可能である。
【図面の簡単な説明】
【００５７】
【図１】インクジェットプリンタ１の機能構成を示すブロック図である。
【図２】インクジェットプリンタ１の印刷機構の構成を示す概略図である。
【図３】圧電素子６０ａ～６０ｃに電圧が印加された場合に、ノズルＸが印刷用紙に描く
スパイラルを示す図である。
【図４】印刷用紙の搬送速度と圧電素子６０ｂがラインヘッド６０を移動させる速度との
関係が異なる場合のスパイラルを示す図である。
【図５】印刷画素とノズルの軌跡との関係の一例を示す図である。
【図６】図５に示す例において、ノズルＢに不具合が生じている場合の印刷結果を示す図
である。
【図７】図６において液滴が抜けている画素に対し、他のノズルからのインクの吐出量を
増加させた状態を示す模式図である。
【図８】印刷画素とノズルの軌跡との関係の他の例を示す図である。
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【図９】ラインヘッド６０に、各ノズルの開口部の向きを変化させる圧電素子を備える場
合の例を示す図である。
【図１０】印刷色に対応してラインヘッド６０を複数備える場合の例を示す図である。
【符号の説明】
【００５８】
１　インクジェットプリンタ，１０　インターフェース部，２０　印刷データ処理部，３
０　駆動制御部，４０　ノズル異常検出部，５０　用紙搬送部，６０　ラインヘッド，６
０ａ～６０ｃ　圧電素子

【図１】 【図２】
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【図３】

【図４】

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】

【図９】
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【図１０】
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